「ＰＴＡ会則改定に伴う役員選出方法の変更について」
千曲市埴生中学校ＰＴＡ
１．研究課題
これまでの選考委員会を設けて推薦し総会の承認を得る方法から、対象となる学年（２学年）の保護者を全員招集して決める方法に改正した。その新しい選出方法のメリット・デメリットの検証を行う。
２．この研究課題を取り上げた趣旨
これまでの役員選考の方法では、一部の役員だけが集まって役員候補を決めるために、いまひとつオープンになっておらず、分かりにくかった。また、毎年副会長を選出する際、次年度に会長を務めることから２年間役員を引き受けることになり、役員を引き受けてくださる方がなかなかおられず、難航していた。そこで、選出方法を変更するとともに、役員の任期や定員も見直した。令和３年度のＰＴＡ総会で会則変更は承認された。その後、本年度が新会則 での初のＰＴＡ会長選出になる。この選出方法でのメリット・デメリットを検証し、それととも にＰＴＡ活動の見直しを行っていきたいと考え、この研究課題を設定した。
３．計画している研究・実践の内容
役員選出方法をＰＴＡ会員へ周知する。
ＰＴＡ役員（特にＰＴＡ会長）を引き受けていただける方（立候補してくださる方）が出てきやすい環境をつくる。
ＰＴＡ役員選出について該当学年にアンケートをとる。
４．研究を推進する組織
該当学年の学級会長会に協力を得ながら、ＰＴＡ本部で検証を進めていく。
５．現在の研究・実践の推進状況と今後の見通し
該当学年には学年ＰＴＡで役員選出方法の変更を事務局から説明している。
１１月に予定されている役員選出に向けて準備をしていく。
役員選出後は、該当学年にアンケートをとる。
